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研究成果の概要（和文）：聞き手との相互行為的な調整に基づいて発話の組織化を行う発話生成システムのプロトタイ
プ(Talking-Ally)を用いて、被験者実験を行い、発話における聞き手との相互行為調整の効果などを志向姿勢の誘発や
説得性の観点から明らかにした。これらを、社会的ロボティクスに関する国際会議(ICSR2012)、ヒューマン・コンピュ
ータインタラクションに関する国際会議(HCII2013)などで発表した。最終的な成果は、社会的なロボティクスに関する
ジャーナル誌(IJSR)やヒューマンインタフェース学会論文誌に掲載された。HAI2012 Outstanding Research Award 最
優秀賞を受賞した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we have developed a social robot that considers the concepts of 
“addressivity", “dialogicality" and “hearership" which are considering hearer's attitude and 
responses; (1) recognize the eye gaze of the hearer by the eye mark recorder, and (2) state of the hearer 
to adjust the utterance strategy.
As a result, the utterance organized with the hearer is original utterances. In the experiment, we 
conducted a survey to explore effectiveness of the utterance generation system (social robot). The 
utterance generated by the proposed approach was able to get a high commendation for most of the 
questions. It is suggested that, the utterance of the robot is considered to be equipped with “address". 
Because the robot was uttered while consciously aware of the eye gaze of the hearer and hearer thinks, 
“I have been conscious as the hearer". We got the knowledge that utterance with “address" inspire 
“intentional stance" from hearer.
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１．研究開始当初の背景 
 
言い直しや言い淀みなど、発話の非流暢性
(disfluencies)に関する言語心理学的な説明
の多くは、その要因を発話のプランと行為と
の乖離とその修復プロセスとして、〈話し手〉
である発話者内部のメカニズムに帰属させ、
説明されている。同時に、発話生成システム
や音声生成システムの多くも、これらの知見
に基づいて構築されてきた。 
 研究代表者は、1992 年頃よりこの自然な発
話における非流暢性に関心を持ち、発話にお
ける漸次的精緻化のモデルを構築してきた 
(岡田美智男：『口ごもるコンピュータ』、共
立出版、1995)。その過程で「私たちの行為
はやり直しをすることを前提に形作られる」
というオープンなシステムとしての身体観
(岡田、三嶋、佐々木：『身体性とコンピュー
タ』、共立出版、2000)を見出すとともに、生
態心理学におけるマイクロスリップの議論
(Reed, 1996)や社会的相互行為論における
「聞き手性」に関する議論(Goodwin, 1981)、
バフチンによる「宛名性」に関する議論
(Bakhtin, 1986)などを総合する中で、本研
究計画にある、〈聞き手〉との相互行為的調
整に基づいて発話の組織化を行う、新たな発
話生成システムを構想するに至っている。 
 
２．研究の目的 
  
本研究では、言い直しや言い淀みなどの非
流暢性を含む自然な発話 (spontaneous 
speech)は、〈話し手〉と〈聞き手〉との相互
行為的調整の結果として組織されたものと捉
え直し、これらの観点から、〈聞き手〉の存在
を予定しつつ、その〈聞き手〉との相互行為
的調整に基づいて発話の組織化を行う、新た
な発話生成システムを実現することを目的と
する。 
 同時に、この発話生成システムを研究プラ
ットフォームとして用い、発話における非流
暢性を生みだす要因やその役割を構成的に明
らかにすることを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 
はじめに、〈聞き手〉との相互行為的調整に
基づいて発話の組織化を行う発話生成システ
ムのプロトタイプを設計・実装し、本研究の
プラットフォームとして実現する。具体的に
は、インターネット上のヘッドラインニュー
スを情報源に、〈聞き手〉の視線等を認識しつ
つ、その状態に合わせて発話要素・タイミン
グを動的に選択・調整し、読み聞かせを行う
システム(ロボット)を構築する。 
その構成要素としては、(1) RSS を介して
ヘッドラインニュースのテキストを取得し、

形態素解析エンジンによって発話構成単位に
分割するモジュールを実現する。そこで、〈聞
き手〉の視線などの状態をリアルタイムに反
映させ、「えーと」「あのー」「それでね」など
のターン開始要素、「今日はね、学校でね、先
生がね…」などの各構成単位のモダリティ、
「…なんだって」「…らしいよ」などの発話末
のモダリティ、発話の停止・リスタート、発
話のリズム・間合いを動的に選択する機構を
開発する。また、〈聞き手〉との間で、姿勢
(addressing)、視線(gazing)の調整を行い、
志向性表示、社会的表示を行うシンプルなモ
ジュールを構築し、その発話生成と動作の生
成とを連動させる。 
 この研究プラットフォームを用いて、発話
における非流暢性がどのような会話調整行動
として機能しているかを構成的に明らかにす
る。特に、観察された現象を観察者の立場か
ら事後的に分析するだけでなく、発話生成シ
ステムと＜聞き手＞とが一緒に非流暢な発話
を生みだしながら、その背後にある原理や役
割を構成論的に探る。 
具体的には、〈聞き手〉との相互行為的な調
整の結果として立ち現れる発話の非流暢性に
関して、ELAN 等を用いた時間軸上で詳細なア
ノテーションによって現象の整理を行う。特
に、ターン開始要素、発話構成単位のモダリ
ティ、発話末のモダリティ、発話停止・リス
タートなど発話内容を統制しながら、〈聞き
手〉のどのような随伴的行動を引き出してい
るかを調べ、発話の非流暢性の会話調整機能
としての役割を明らかにする。 
 
４．研究成果 
 
聞き手との相互行為的な調整に基づいて発
話の組織化を行う発話生成システムのプロト
タイプ(Talking-Ally)を用いて、被験者実験
を行い、発話における聞き手との相互行為調
整の効果などを志向姿勢の誘発や説得性の観
点から明らかにした。 
これらの結果を、社会的ロボティクスに関
する国際会議(ICSR2012)、ヒューマン・コン
ピュータインタラクションに関する国際会議
(HCII2013)などで発表した。また、ヒューマ
ン・ロボットインタラクションに関する国際
会議(HRI’13)やヒューマン・エージェントイ
ンタラクションに関する国際会議(iHAI2013)、
国際ロボット展でのデモ展示を行った。 
最終的な成果は、社会的なロボティクスに
関するジャーナル誌(IJSR)やヒューマンイン
タフェース学会論文誌に掲載された。ヒュー
マン・エージェントインタラクションに関す
るシンポジウム(HAI2012)における発表が
HAI2012 Outstanding Research Award 最優秀
賞を受賞した。 



また、これらの成果を一般にも発信するた
めに『弱いロボット』(医学書院)、『ロボット
の悲しみ』(新曜社)などの書籍を出版した。 
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